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第一〇九回国労婦人部中央委員会が、十一月五-六日にかけ東京・川崎グランドホテルに於いて開催され、全国から多くの婦人部組合員が結集しました。

　全労協女性委員会の柚木会長から「日本航空（ＪＡＬ）は第二の国労だ。四五歳以上の首切りを断行しようとしている。支援をお願いしたい。」
と来賓メッセージを受けました。
❤　加藤婦人部長挨拶
国労婦人部はいいな。誰かに何も言われなくても仲間作りができる。組織拡大が大切だ。大阪名古屋で定年になり、卒業が増えている。若い人に仕事の教育をしながらメンタルフォローをしていこう。声をかけ一歩踏み出す勇気をもとう。おかしいことをおかしいといい、改善につなげよう。
大阪は事務長交渉をしている。目に見えなくても身近で声をかけてくれる。隣の仲間に頑張ろうといえる。私たちが目指すことは、働き続けること、結婚し介護・看護をしながら働き続けることのできる労働条件を勝ち取っていくことだ。
[image: image3.bmp]今年は三月十一日大地震と津波それから原発事故が起こった。地震や津波からは少しずつ回復に向かっているが、原発のほうは先がまだ見えない状態だ。今までは気づかなかったが、こんなにも身近に原発の危険が潜んでいた。二度と原発問題が起きないようにしていく運動が必要だ。
人が人として健やかに生きていく、普通に生活ができる社会を構築していきましょう。
❤　栗原執行委員挨拶

東日本大震災は、国労の仲間にも大きな傷を負わせた。水戸の仲間はすぐに対策本部を設置した。組合員とその家族にカンパと弔慰金を渡したり活動をした。原発事故は何十年も続く問題だ。現地では組合員が働いている。放射能の測定とともに被爆対策を進めていく。一〇四七名の問題は、昨年解決案が提起された。金銭問題は解決金と年金について解決できた。雇用問題については、ＪＲは一切応じない。窓口の民主党も厳しいと。政党の援助がもらえないとこれ以上は難しいと判断した。今年の団結祭りには自治労を中心に多くの仲間が結集した。ＪＡＬの問題を支えていく。
❤　赤松青年部長挨拶

賃金アンケートは集約したが、大震災で交渉ができていない。賃金格差が目立ってきている。制度を変えることはできなくても、私たちの思いは伝えていく。同一労働同一賃金が原則だ。
❤　柳瀬家族会会長挨拶

今年十一月退会予定だ。二四年間家族会の運動をしてきた。パートで働きながら夫を支えてきた。国鉄闘争の結果は、夫と闘ってきた甲斐があった。これからも家族会に協力をお願いしたい。

❤全国の意見いろいろ
九州闘争団　二四年間国労婦人部に支えていただいた。十月闘争団を解散した。みんなで支える団結の力を実感した。
名古屋　三八年働き続けてきた。来年定年になるが、退職を決意している。五五歳過ぎたら夜勤をはずしてほしい。
東海　契約社員で六五歳まで働き続けたい。労働条件を変えながら仕事が成り立っていく制度が必要だ。
四国　十月一日付けで加入がありました。Ｉさんの大きな力があった。私たちも積極的に加入を呼びかけていきましょう。

新宿　地震では支援をありがとう。私は自宅マンションの十六階にいた。家具が倒れ中身は飛び出しガラスの破片で足をきってしまった。契約社員が来年で五年の雇い止めを迎える。仕事をしている間は社員だから提案を出せなど要求はされる。福利厚生はまったくない。一生懸命仕事に取り組んでいるのに、職場に絶望してしまっている。うつ病などの心の病でやめていく人もいる。
盛岡　昨年五月五五歳になりました。三月より見習いで切符を売ることになった。お得な切符の種類が多く、覚えるのが大変だ。

大震災のときは在来線の改札にいた。四分の揺れが大きかった。屋根から物が落ちた。お客様を広場に誘導した。ロッカー・マルスも斜めに傾き、自分たちの身も守りながら客の誘導をした。ＪＲ電話も使えず情報が入らず大変だった。車も使えず、バスも乗れない。地震でも災害時でも使える専用電話が必要だ。災害マニュアルも検討が必要だ。
陸前高田駅の社員が犠牲になった。避難所に逃げても津波が来て、建物の梁につかまったが、一人しか助からなかった。

近畿　二一名の組合員がいる。職場要求を十一項目挙げ、事務長に提出した。昨年加入工作にクレームがあり、今年はボールペンなどを渡し接点を持つようにした。組合説明会を設定したが、誰も来なかった。活動内容をニュースなどにして発行していかなければならないと考えている。

東京病院　執行委員会を月二回開いている。その中で他の仲間の実態が明らかになる。病棟は重症患者が多いのに、看護師は足りず、一人で三―四人の血小板交換をすることもある。ターミナルの患者が多く泊まり勤務は緊張が続く勤務だ。

夜勤は月七‐八回、多い看護師は十回こなしている。
仙台病院　五月と八月に検査技師が退職し、国労は一人になった。締め付けは特にないが回りはみな東労組だ。現在病棟にいるが、救急が入ると帰れなくなる。夜のタクシー券が廃止になり、部長に申請して自転車通勤。雨の日は自費でタクシーを利用している。
震災時は病棟にいた。周りの戸棚が倒れてきた。外来は緊急体制になった。石巻からの患者の受け入れに交代で従事した。交通手段の確保できない人の対処や、非常食などの対応をした。電気は二日間、ガスは二週間使えなかった。二人で二交代の状態だった。急変があったらどうするのか？

長野　新しい女性助役が配属になり、Ｋさん何かあったら言ってくださいという。乾燥機がほしいといったら、すぐに入った。長野鉄道病院から改札に来た。面接のたびに元職場に戻せといってきたが、今年は現地現職場といった。
Ｔさんは育休が十二月で明けることになる。保育園が見つからないと嘆いている。
仙台　仙台駅で出札をしている。震災の後の津波が自宅を襲い、現在は一階がヘドロで使えず二階で生活している。東松島は瓦礫だらけです。戦後の日本の風景のようです。
当日は組合の会議があり、地震後津波が来るとわかって、家族にメールをしたが連絡が取れなくなった。家族が心配で歩いて十分のところが一時間かかった。歩いた。アイスバーンで寒い日だった。四キロ先から水浸しだった。自衛隊や消防隊に止められた。水浸しの自宅には帰れなかった。次の日ラジオで実態を聞き大変なことになったと感じた。
四日目家を出ようとしていたときに子供たちが全員生きていることがわかった。これからどうするの？どうやって生きていくの？家も要らない。車も要らない。命が助かったから。生きてさえいれば、体ひとつでどうにでも生きていけると感じた。闘争団の仲間から、多くの国労の仲間から支援物資や家の片付けなどの協力をいただいた。ありがたかった。

水戸　自分も「被災者なんだ」と思った。全国の国労の仲間、闘争団の仲間から支援物資をいただいた。ありがとう。支援物資は地本で集約しいわき地区へと運び、配った。当時は電車が走らず、車も道路事情が悪かった。
現在はかなりつながってきたが、原発の影響で久ノ浜原ノ町間はまだつながらず、原町の巡回は新幹線を使い、六時間かかっていく。メンタル面を考えると巡回は必要と、会社からも行くように言われている。原発の近くの社員は、自宅にまだ帰れない。家族が避難して別居しているなどのため先の見えない不安を抱えている。健診センターも地震で健診会場が使用不能になり、健診会場を借りながらで、会議の予定があると使えないなどの不自由を抱えながら計画運営した。
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健診センターは現在看護師二名が産休・育休を取っており代わりの臨時の看護師に仕事を教えながら、地震の後始末をしながらなのでとてもきつい。
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